
施設等の種類 幼稚園型認定こども園

施 設 名 学校法人 翔英学園 認定こども園 みずほ幼稚園

所 在 地 鳥取県米子市陰田町３２４―６

電 話 番 号 ０８５９－３３－３１１８

対 象 年 齢 生後１０か月から小学校就学前まで

利 用 定 員
合 計 ０歳児 １歳児 ２歳児 ３歳児 ４歳児 ５歳児

258 6 24 48 60 60 60

入 所 児 童 数

(R5.2.1 現在)

240 6 23 45 56 55 55

※実際の入所可能人数は年度によって誤差があります。

開 所 日 等 ○１号認定・３号認定外子ども

開所日：月曜～金曜

休園日：土曜・日曜・祝祭日・盆休み

年末年始休み（12/29～1/3）・創立記念日（4/15）、夏休み 7/21～8/31

冬休み 12/25～1/8、春休み 3/22～3/31

入園式、卒園式、3月平日最終日、行事振替日、協力日、職員研修日

※上記の長期休みは年により前後することがあります。

○２号・３号認定子ども

開所日：月曜～土曜

休園日：日曜・祝祭日・年末年始休み（12/29～1/3）、創立記念日（4/15）

3 月平日最終日・協力日

開 所 時 間

（利用時間）

７：３０～１８：３０（うち教育標準時間１０：００～１４：３０）

○１号認定・３号認定外子ども

全日保育時間 ８：３０～１５：３０（預かり保育あり）

半日保育時間 ８：３０～１２：００

○２号・３号認定子ども

保育標準時間 ７：３０～１８：３０

保育短時間 ８：３０～１６：３０（延長保育あり）

保 育 理 念 ・自然の中へとび出す保育

・げんきな体をつくる保育

・あったかい手づくり保育

・友だちをいっぱいつくる保育

保 育 目 標 明るく、元気で心身ともにたくましい、人間性豊かな子どもを育てる

職 員 配 置 園長１名・副園長１名・主幹教諭２名・教諭８名・講師２６名（看護師１名、産休

３名含む）・保育助手１０名・事務長１名・技術職員（バス）３名・管理栄養士及

び調理員２名（外部委託）



設 備 の 概 要 保育室８室（2～5歳児）、乳児室１室（1歳児）、ほふく室１室（0歳児）、遊戯室

１室（221 ㎡）、木浴室１室、調理室１室、絵本の部屋１室（46 ㎡）

保 育 料 等

利用者負担額

・保育料：米子市が定める額（３号認定外子ども ２４，５００円）

○預かり保育料

・１号認定・３号認定外子ども

平日 ７：３０～８：３０ １回 １５０（１００）円

１５：３０～１８：３０ １回 ３５０（２００）円

土曜・長期休業 ８：３０～１８：３０ ５００（２５０）円

※月額上限１０，０００円

※（ ）内は弟妹同時利用の場合

○延長保育料

・２号認定・３号認定子ども

保育短時間認定 ７：３０～８：３０ １回 １００円

１６：３０～１８：３０ １回 ２５０円

品 目 名（金額） 対象年齢 備 考

教育充実費 全園児 1,200 円

環境整備費 全園児 500 円

冷暖房費 全園児 500 円

給食費

1号認定

3号認定外 2

歳児

5,500 円

2 号認定 6,000 円

3 号認定 －

通園バス代 利用者のみ 3,000 円

PTA 会費 全園児 300 円

月刊誌代 2歳～5歳 実費徴収

入園準備金 全園児
5,000 円

入園時のみ 1回

※その他、行事等により保護者負担をお願いする場合があります。

保護者で準備

いただくもの

品 目 名 対象年齢 備 考

制服 3～5歳

ブラウス 3～5歳

制服（ズボン・男子） 3～5歳

制服（スカート・女子） 3～5歳

園内服（スモック） 1～5歳



運動パンツ 2～5歳

夏の制服 3～5歳

帽子（ベレー、麦わら、カラー） 3～5歳

エプロン 2歳児用

自由画帳、クレパス、

粘土（粘土板）、おたより帳など

2～5歳

お弁当箱、お弁当袋、給食用ランチマット、箸、箸箱、水筒、コップ、歯ブラシ

給食袋、手ふきタオル、手さげバック、着替え入れ袋、午睡用布団（敷布団・かけ

布団・タオルケット・毛布など）、手さげ缶など

園 の 紹 介 たくさんの緑に囲まれ、木の温もりいっぱいの幼稚園です。一年中裸足で過ごし

ます。

園庭では虫探し、動物の餌やり、砂遊び、泥だんご作りや運動あそびを、屋内では

一輪車、縄遊び、積み木、木製遊具などを使って遊んでいます。

、四季を通して園周辺に散歩に出かけ、地域の方とふれあい、季節の移り変わりを

身体で感じています。

花や野菜を育て生長を見守り、収穫も楽しみにしています。豊かな自然が子ども

たちを包み込んでいます。

翔英学園はぐくむセンターと一体となり、学園の特色を活かしたサッカーや交流

学習を保育の中で展開しています。


